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町議会だより町議会だより

こども園野菜収穫体験（９月７日）の様子
酸っぱかったのか？苦手だったのか？

それにしても子どもたちは表情が豊かですね！

第３回定例会議決された議案等 ………………………
いきいきふるさと常任委員会結果 ……………………
私たちの一般質問 ………………………………………
議員だより ………………………………………………
令和２年度決算審査特別委員会 ………………………
議会の動き・あとがき …………………………………

３
4
5
8

12
9

令和３年10月25日発行



なかとんべつ町議会だより２１６号 ２

第３回
定例会
第３回
定例会

　令和３年第３回定例会が、９月８日から１０日まで３日間の日程で開催され、初
日の行政報告で小林町長は、次の４点について報告をしました。

１．令和３年度普通交付税の決定について、算定した結果１９億７，５９０万３千
　円となり、前年比１億３，９２７万４千円の増額となりました
２．広島県大崎上島町との交流事業について、１年延期となっておりましたが、未
　だ感染拡大の抑制には至っていないので、今年も中止となりました。
３．中頓別町国民健康保険病院の院長の交代について、現院長の岩隈院長におきま
　しては令和３年８月３１日をもって退職され、令和３年９月１日から後任である
　勝谷院長となります。
４．新型コロナウイルス感染症対策について、現在では北海道の新規感染者数は減
　少傾向が見られるものの、依然高い水準にあるため、緊急事態措置の下、警戒レ
　ベルを最大限に引き上げて、人と人との接触を低減し、感染の抑制を図っていき
　ます。

　初日の報告で「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）に
基づく健全化判断比率では、本町は令和２年度決算で実質公債費率が▲１.５％
（健全化判断基準２５.０％）となり、着実に財政健全化が進んでいます。
　また、資金不足比率等の報告では、いずれの会計も資金不足が生じておらず、資
金不足比率は算定されないと報告がありました。
　
　一般質問では、通告順に４議員が、本町の抱える諸問題について、町長に所見を
質しました。
　令和２年度一般会計ほか７会計の決算は、全議員で構成する「決算審査特別委員
会」（東海林委員長）に付託され、会期中に審査を行いすべて認定されました。
　日程の最後には、「豪雪地帯対策特別措置法の改正等に関する意見書」、「コロ
ナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」、「国土強
靭化に資する社会資本整備等に関する意見書」を発議し、全会一致で可決されまし
た。
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第３回定例会で
　　　　決まりました
第３回定例会で
　　　　決まりました

　
同
意
第
３
号　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

10
月
31
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
教
育
委
員
の

人
事
案
に
つ
い
て
、
小
倉
弘
氏
の
再
任
に
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期　

令
和
３
年
11
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
10
月
31
日

　
議
案
第
31
号　
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　

令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
期
限
を
迎
え
る

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
代
わ
り
新
た

に
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特

別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に

制
定
す
る
も
の
。

　
議
案
第
32
号　
町
立
自
動
車
学
校
運
営
に
関
す

る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

よ
り
多
く
の
高
校
生
に
当
該
自
動
車
学
校
を
受

講
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
宿
泊
費
な
ど
の
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
た

め
改
正
す
る
も
の
。

　
議
案
第
33
号　
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

（
一
部
改
正
）

　

宿
泊
を
伴
う
旅
行
に
お
い
て
、
宿
泊
料
な
ど
の

旅
費
の
調
整
が
必
要
な
場
合
に
お
け
る
規
定
を
整

備
す
る
も
の
。

　
議
案
第
34
号　
手
数
料
徴
収
条
例
（
一
部
改
正
）

　

法
改
正
に
あ
わ
せ
て
個
人
番
号
カ
ー
ド
及
び
通

知
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料
を
削
除
し
、
条
例
の

号
ズ
レ
を
改
正
す
る
も
の
。

　
議
案
第
35
号　
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村

計
画
の
策
定

　

中
頓
別
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
が

令
和
２
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
規
定
に
基
づ
き
策
定
す
る
も
の
。

　
議
案
第
36
号　
一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１

３
９
万
３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は

40
億
４
千
43
万
５
千
円
に
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
ピ
ン
ネ
シ
リ
キ
ャ
ン
プ

場
光
ケ
ー
ブ
ル
整
備
工
事
２
千
２
５
５
万
円
、
社

会
福
祉
法
人
南
宗
谷
福
祉
会
運
営
補
助
金
３
千
万

円
、
国
保
病
院
運
営
補
助
４
千
５
７
６
万
円
な
ど

を
追
加
す
る
も
の
。

　
議
案
第
37
号　
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
44
万
９

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
５
千
３
１

５
万
６
千
円
に
。
普
通
旅
費
及
び
燃
料
費
を
追
加

す
る
も
の
。

　
議
案
第
38
号　
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算

　

収
益
的
収
支
の
収
入
支
出
既
決
予
定
額
に
そ
れ

ぞ
れ
４
千
５
８
６
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は

６
億
１
千
６
９
２
万
４
千
円
に
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
出
張
医
報
酬
２
千
５
４

６
万
円
、
常
勤
医
師
紹
介
業
務
委
託
料
１
千
９
８

８
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
収
入
支
出
既
決
予
定
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
１
２
万
円
を
追
加
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
に
同
額
を
追
加
す
る
も
の
。

　
議
案
第
39
号　
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
国
庫
支
出
金
を
減
額
し
、
一
般
会
計
繰

入
金
及
び
水
道
事
業
債
に
そ
れ
ぞ
れ
追
加
す
る
予

算
の
組
み
換
え
を
行
う
も
の
。

　
議
案
第
40
号　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
一
般
会
計
繰
入
金
を
減
額
し
、
下
水
道

事
業
債
を
追
加
す
る
予
算
の
組
み
換
え
を
行
う
も

の
。

　
議
案
第
41
号　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
千
82

万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
２
億

２
千
６
５
６
万
円
に
。
介
護
給
付
費
基
金
積
立
金

30
万
円
減
額
し
、
国
及
び
道
に
対
す
る
返
還
金
に

１
千
１
１
３
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

議
決
さ
れ
た
議
案
等

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

付 

託 

審 

査
（
９
月
８
日
）

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

付 

託 

審 

査
（
９
月
８
日
）

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

（
７
月
８
日
及
び
８
月
18
日
）

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

（
７
月
８
日
及
び
８
月
18
日
）
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報
告
第
３
号　
令
和
２
年
度
健
全
化
判

断
比
率
の
報
告

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
（
財
政
健
全
化
法
）
の
規

定
に
よ
り
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て

議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
住
民
に
公
表

さ
れ
る
も
の
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率　
　
　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
15
％
）

②
連
結
実
質
赤
字
比
率　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
20
％
）

③
実
質
公
債
費
比
率　
　

▲
１
・
５
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
25
％
）

④
将
来
負
担
比
率　
　
　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
350
％
）

【
監
査
委
員
の
審
査
意
見
】

　

実
質
公
債
費
比
率
は
平
成
22
年
度
か
ら

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
が
、

今
後
と
も
公
債
費
比
率
の
逓
減
に
努
め
、

財
政
の
健
全
化
を
図
ら
れ
た
い
。

　
報
告
第
４
号　
令
和
２
年
度
資
金
不
足

比
率
の
報
告

　

審
査
の
対
象
と
な
っ
た
病
院
、
水
道
、

下
水
道
会
計
の
資
金
不
足
比
率
（
基
準
20

％
）
は
、
い
ず
れ
も
算
定
さ
れ
な
い
。

以
下
は
報
告
案
件

○

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

（
宮
崎
泰
宗
委
員
長
）
で
は
、
第
３
回

定
例
会
会
期
中
に
審
査
を
付
託
さ
れ
た

議
案
36
号
の
審
査
の
結
果
、
次
の
意
見

を
付
し
て
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

【
審
査
意
見
】

①
施
設
整
備
等
に
関
し
て
は
費
用
対
効

果
を
明
確
に
し
た
う
え
で
予
算
計
上
す

る
よ
う
求
め
る
。

②
除
雪
セ
ン
タ
ー
詰
所
建
替
設
計
委
託

料
に
つ
い
て
、
実
際
の
建
物
の
規
模
な

ど
疑
問
が
生
じ
て
い
た
た
め
設
計
内
容

が
明
ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
再
度
調
査

す
る
機
会
が
必
要
と
考
え
る
。

③
長
寿
園
の
運
営
費
支
援
の
執
行
に
当

た
っ
て
は
、
今
後
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
町
と
法
人
の
間
で
情
報
共
有
な
ど
に

お
け
る
協
力
体
制
が
さ
ら
に
強
ま
る
こ

と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

（
宮
崎
泰
宗
委
員
長
）
で
は
、
閉
会
中

の
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、
老
人
ホ
ー

ム
長
寿
園
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
２
日

に
わ
た
り
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
第
３
回
定
例
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

【
審
査
意
見
】

①
長
寿
園
の
経
営
状
況
は
、
今
後
の
運

営
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
状
況
に
ま
で

陥
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
営
費
に
対

す
る
支
援
が
急
が
れ
て
い
る
こ
と
は
理

解
で
き
る
が
、
赤
字
分
全
額
を
町
が
負

担
す
べ
き
か
、
法
人
で
あ
る
南
宗
谷
福

祉
会
全
体
の
経
営
状
況
や
内
部
留
保
の

状
況
な
ど
を
考
慮
す
べ
き
か
、
町
と
し

て
の
考
え
方
を
よ
り
明
確
に
す
べ
き
と

考
え
る
。

②
助
成
の
要
件
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
町
内
消
費
を
促
し
、
燃
料
な
ど

の
高
額
な
支
出
に
つ
い
て
は
、
見
積
合

わ
せ
や
入
札
な
ど
に
よ
る
経
費
の
削
減
、

管
理
栄
養
士
な
ど
の
不
足
に
よ
る
減
算

の
回
避
、
定
員
割
れ
の
解
消
等
に
よ
る

収
入
の
回
復
な
ど
、
法
人
及
び
老
人
ホ

ー
ム
長
寿
園
の
全
体
的
な
経
営
改
善
を

望
む
も
の
で
あ
る
。

③
栄
養
士
、
看
護
師
及
び
介
護
員
な
ど
、

不
足
し
て
い
な
が
ら
採
用
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
人
材
を
町
で
採
用
し
、
派
遣

す
る
こ
と
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
人
員

の
確
保
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
支
援
の

あ
り
方
に
反
映
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

○

※参考人の出席を次のとおり求めました。
・社会福祉法人南宗谷福祉会老人ホーム長寿園　伊藤施設長
　　　　　　　　　　　　　　　（７月８日及び８月１８日）
・社会福祉法人南宗谷福祉会　大山常務理事　（８月１８日）
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ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問
　

災
害
に
対
し
、
自
分
自
身
が
と
る
行
動
を
時
間
の

流
れ
に
沿
っ
て
整
理
し
た
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

（
事
前
防
災
行
動
計
画
）
の
導
入
を
求
め
ま
す
。
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
自
助
の
推
進
と
、
町
民
の
防

災
意
識
向
上
を
促
す
た
め
、
早
期
に
防
災
計
画
に
組

み
込
む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
令
和
２
年
度
に
中
頓
別
町
地
域
防
災
計
画
を
更
新

し
て
お
り
、
防
災
会
議
で
の
承
認
を
受
け
て
職
員
等

に
配
布
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
防
災
計

画
の
中
で
は
災
害
予
防
計
画
と
し
て
、
町
は
警
戒
避

難
体
制
の
整
備
等
を
行
う
も
の
と
し
、
普
及
・
啓
発

等
を
要
す
る
事
項
と
し
て
「
自
助
（
身
を
守
る
た
め

の
備
え
や
備
蓄
）
」
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
「
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
も
こ
の
中
で
配
慮
し
て
い
か
な
く

と
は
な
ら
な
い
事
項
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
令
和

３
年
度
に
配
布
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
「
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
に
お
い
て
も
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

の
必
要
性
を
周
知
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
期
間
が
終
了
し

ま
し
た
ら
、
町
民
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
重
要
性
を

改
め
て
周
知
し
、
将
来
的
に
は
全
町
民
に
対
し
て
策

定
支
援
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

１
９
７
６
年
に
長
寿
園
が
設
置
さ
れ
て
今
年
で
45

細 

谷 

久 

雄 

議
員

質
　
問

 

地
域
防
災
対
策
に
つ
い
て

髙 

橋 

憲 

一 

議
員

質
　
問

 

長
寿
園
の
運
営
に
つ
い
て

年
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
間
厚
生
園
の
民
営
化

に
伴
う
機
構
の
改
変
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
国
は
２

０
０
０
年
か
ら
介
護
保
険
制
度
を
開
始
し
、
高
齢
者

の
介
護
に
責
任
を
持
つ
立
場
に
あ
り
ま
す
。
長
寿
園

に
関
し
て
言
え
ば
そ
も
そ
も
設
置
者
は
町
で
あ
り
運

営
は
法
人
と
は
い
え
、
最
終
的
な
責
任
は
町
に
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
介
護
保
険
制
度
に
あ
っ
て
、
町
は
介
護
保
険
を
行

う
保
険
者
で
あ
り
、
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

基
盤
整
備
や
事
業
者
指
導
、
調
整
な
ど
を
行
い
介
護

保
険
事
業
の
円
滑
運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
意
味
で
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て

い
く
た
め
に
長
寿
園
の
運
営
に
関
し
て
運
営
に
当
た

る
法
人
へ
の
指
導
や
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
設
立
に
町
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
き

た
経
緯
が
あ
る
と
は
い
え
設
置
者
は
あ
く
ま
で
も
南

宗
谷
福
祉
会
で
あ
り

ま
す
。
町
民
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
と
い
う
こ
と

を
設
置
者
と
共
有
し

た
上
で
、
今
後
の
運

営
の
あ
り
方
を
と
も

に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

老人ホーム長寿園で働く職員
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６
月
に
は
一
時
１
０
０
０
人
を
下
回
る
日

も
見
ら
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内

新
規
感
染
者
数
は
、
７
月
に
入
り
初
め
て
１

万
人
を
突
破
し
、
８
月
に
は
２
万
人
を
大
き

く
超
え
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
勢
い
で

感
染
が
拡
大
す
る
中
、
８
月
27
日
か
ら
は
感

染
状
況
が
高
い
水
準
に
あ
る
北
海
道
に
対
し

て
も
再
度
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
宗
谷
管
内
で
の
感
染
も
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
度
の
緊
急
事
態
宣
言

下
に
お
け
る
中
頓
別
町
と
し
て
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。　

　

町
職
員
や
町
民
へ
の
行
動
制
限
に
つ
い
て

は
い
か
が
お
考
え
か
。
す
で
に
町
内
消
費
は

冷
え
込
ん
で
お
り
、
特
に
飲
食
関
連
の
消
費

い
く
の
か
。

　

②
長
寿
園
で
は
、
介
護
職
員
の
不
足
な
ど

か
ら
入
所
者
の
定
員
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、
町
民
で
さ
え
希
望
し
て
も
入
所
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
、
運
営
費
支
援
を
受
け
る
上

で
は
、
こ
の
解
消
に
加
え
積
極
的
な
町
内
消

費
、
入
札
等
に
よ
る
経
費
削
減
、
自
己
資
金

の
捻
出
な
ど
大
幅
な
経
営
改
善
を
町
と
し
て

も
強
く
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。　

　

③
今
回
の
民
間
企
業
に
対
す
る
直
接
的
な

赤
字
補
て
ん
は
今
後
の
前
例
と
な
る
。
本
来

ど
の
事
業
所
も
町
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存

在
で
あ
り
な
が
ら
一
つ
の
法
人
だ
け
を
特
別

扱
い
せ
ず
、
民
間
企
業
全
体
に
対
す
る
支
援

制
度
と
し
て
確
立
す
る
考
え
に
つ
い
て
も
伺

う
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
①
運
営
赤
字
の
補
て
ん
に
つ
い
て
は
、
法

人
と
し
て
最
大
限
の
努
力
が
な
さ
れ
た
上
で
、

入
所
を
希
望
す
る
人
が
い
な
い
た
め
稼
働
率

が
低
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
募
集
し
て

も
介
護
職
員
が
確
保
で
き
ず
基
準
と
な
る
職

員
数
が
下
回
る
た
め
や
む
を
得
ず
入
所
者
を

抑
制
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
な
ど
を
想
定
し

て
お
り
、
議
会
、
町
民
に
も
理
解
さ
れ
る
基

準
を
整
備
し
た
上
で
、
こ
れ
に
該
当
す
る
場

合
に
の
み
補
助
す
る
と
い
う
こ
と
を
原
則
と

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
②
現
状
は
、
入
所
者
数
に
対
し
て
基
準
と

な
る
職
員
数
を
超
え
て
職
員
が
配
置
さ
れ
て

う
し
て
も
必
要
な
出
張
以
外
は
自
粛
と
し
、

帰
町
時
は
抗
原
検
査
や
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
町
民
同
士
の
町
内

で
の
外
食
、
会
食
等
に
つ
い
て
は
４
人
以
内

等
、
要
請
の
範
囲
内
で
可
能
と
し
て
い
る
。

　
感
染
者
に
係
る
情
報
は
北
海
道
が
管
理
し

て
い
る
の
で
、
中
頓
別
町
が
独
自
で
公
表
す

る
際
は
本
人
の
同
意
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、

町
は
基
本
的
に
北
海
道
が
公
表
し
た
内
容
以

外
は
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
る
が
、
市
中
感
染
や
ク
ラ
ス
タ

ー
の
発
生
が
予
期
さ
れ
る
場
合
に
は
、
北
海

道
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
町
民
へ
の
速
や
か

な
周
知
な
ど
が
行
え
る
よ
う
対
応
し
て
い
き

た
い
。

　

①
本
定
例
会
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
法
人

南
宗
谷
福
祉
会
に
対
す
る
運
営
補
助
金
と
し

て
、
３
千
万
円
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
長
寿
園
の
運
営
に
対
し
て
支

援
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
法
人
に

対
し
て
は
こ
れ
ま
で
も
施
設
整
備
や
人
材
確

保
な
ど
へ
の
支
援
と
し
て
、
長
寿
園
だ
け
で

見
て
も
優
に
12
億
円
を
超
え
る
町
補
助
金
が

投
入
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
赤
字
の
補
て
ん

に
ま
で
着
手
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
町
と
法

人
は
今
後
ど
の
よ
う
に
町
民
の
理
解
を
得
て

質
　
問

 

長
寿
園
に
対
す
る
運
営
費
支
援
は
町
民

の
理
解
を
得
ら
れ
る
形
で

に
つ
い
て
は
再
び
緊
急
事
態
の
影
響
を
大
き

く
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
町
民
同
士
の
町
内

で
の
消
費
活
動
に
つ
い
て
は
、
感
染
地
域
な

ど
と
の
一
律
で
は
な
い
柔
軟
な
対
応
も
必
要

で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
町
内
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
と

き
の
対
応
と
し
て
、
感
染
者
本
人
の
承
諾
が

な
け
れ
ば
役
場
で
は
把
握
し
て
い
て
も
防
災

無
線
等
で
町
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。
そ
も
そ
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
だ
け
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
対
し
て
本
人

の
承
諾
は
本
当
に
必
要
な
の
か
。
そ
れ
だ
け

で
は
誰
か
特
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
い
て
は
、
北
海
道

に
お
け
る
緊
急
事
態
措
置
の
要
請
や
協
力
依

頼
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
る
。

　
町
民
へ
の
行
動
制
限
に
つ
い
て
は
、
日
常

生
活
に
お
け
る
３
密
の
回
避
や
マ
ス
ク
の
着

用
、
手
洗
い
な
ど
の
手
指
消
毒
、
基
本
的
な

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
引
き
続
き
継
続
す

る
と
と
も
に
、
旭
川
市
や
札
幌
市
等
の
特
定

措
置
区
域
や
道
外
と
の
不
要
不
急
の
往
来
、

20
時
以
降
や
週
末
の
外
出
を
控
え
る
こ
と
、

黙
食
の
実
践
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
町
職
員
の
行
動
制
限
に
関
し
て
は
、
北
海

道
か
ら
の
要
請
を
遵
守
す
る
よ
う
通
知
し
て

お
り
、
町
民
に
周
知
し
て
い
る
感
染
防
止
行

動
を
基
本
と
し
て
、
重
点
措
置
区
域
へ
の
ど

宮 

﨑 

泰 

宗 

議
員

質
　
問

 

三
度
目
の
緊
急
事
態
を
迎
え
て
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い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
入
所
さ
せ
ら
れ
て
い

な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
点
が
改
善
さ

れ
る
か
、
あ
る
い
は
理
解
で
き
る
説
明
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
補
助
の
要
件
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。
施
設
運
営
改
善
に
つ
い
て
も
町
と

し
て
も
強
く
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
③
社
会
福
祉
法
人
の
よ
う
な
公
益
性
が
明

ら
か
な
事
業
者
に
限
ら
ず
、
町
民
が
生
活
す

る
う
え
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
業
に
対
し

て
は
、
町
が
存
続
を
働
き
か
け
て
い
く
必
要

は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
事
業
を
継
続
さ
せ

る
た
め
の
設
備
投
資
な
ど
を
対
象
と
し
て
い

る
現
行
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
見
直
し
を

含
め
て
継
続
し
た
上
で
、
積
極
的
に
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
運
用
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
町
が
補
助
を
行
う
場
合
は
、
基
準
を
明
確

に
し
た
う
え
で
、
要
件
に
該
当
す
る
場
合
の

み
行
う
と
い
う
の
が
基
本
の
考
え
方
で
す
。

現
時
点
で
想
定
し
て
い
る
基
準
に
は
、
運
営

す
る
法
人
全
体
で
施
設
運
営
上
必
要
な
最
小

限
度
の
資
金
を
超
え
る
内
部
留
保
が
あ
る
場

合
は
、
そ
れ
を
充
当
し
た
上
で
な
け
れ
ば
補

助
は
で
き
な
い
と
い
う
規
定
を
加
え
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
長
寿
園
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
今
後
も
南
宗
谷
福
祉
会
が
努
力
さ
れ
て
継

続
し
て
い
く
も
の
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
の
厳
し
い
経
営

に
町
も
法
人
と
一
体
に
な
っ
て
向
き
合
い
、

必
要
に
よ
っ
て
は
将
来
の
方
向
性
も
含
め
て

必
要
な
改
革
、
改
善
に
向
け
た
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

星 

川 

三
喜
男 

議
員

質
　
問

 

長
寿
園
の
運
営
補
助
及
び
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て

　

本
定
例
会
に
社
会
福
祉
法
人
南
宗
谷
福
祉

会
長
寿
園
に
対
し
て
運
営
補
助
金
と
し
て
、

３
千
万
円
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

長
寿
園
は
町
内
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
施

設
で
も
あ
り
理
解
も
で
き
ま
す
が
、
補
助
の

仕
方
に
疑
問
点
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　

　

一
法
人
南
宗
谷
福
祉
会
で
や
り
繰
り
し
て

検
討
し
た
結
果
、
法
人
と
し
て
運
営
費
が
赤

字
決
算
に
補
助
と
い
う
な
ら
理
解
も
し
ま
す

が
、
今
回
は
法
人
の
１
部
門
に
対
す
る
補
助

で
は
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
長
寿
園
の
経
営
を
ど
の
よ
う

な
方
向
性
を
考
え
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

ディサービスセンター長寿園の日常の様子

老人ホーム長寿園を利用されている日常の様子

質疑・質問は要約されています質疑・質問は要約されています
スペースの都合上、審議した議案や質疑・質問と答弁の内容を要約して載せています。
会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局までお問い合わせください。

議会を傍聴しましょう
　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各種委員会を実際に
傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、１２月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。
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「
丹
波
屋
」
は
、
町
の
歴
史
の
生
き
証
人
で
す
。

　

築
百
七
年
（
和
館
）
と
九
七
年
（
洋
館
）
の
レ
ト
ロ
な

佇
ま
い
に
魅
せ
ら
れ
、
一
夜
の
宿
を
求
め
る
旅
人
は
今
も

絶
え
ま
せ
ん
。

　

宗
谷
線
（
後
の
天
北
線
）
開
通
の
時
代
か
ら
小
頓
別
駅
前
の

宿
と
し
て
賑
わ
い
、
廊
下
に
ま
で
布
団
を
敷
い
て
客
を
泊
め
た

と
い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

洋
館
の
純
白
の
漆
喰
壁
や
細
工
が
施
さ
れ
た
欄
間
を
眺
め
て

い
る
と
、
古
の
彼
方
か
ら
汽
笛
の
音
が
聴
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

　

何
故
、
屋
号
が
三
回
変
わ
り
丹
波
屋
な
の
か
・
・
・

　

和
洋
折
裏
に
し
た
理
由
は
な
に
か
・
・
・

　

皇
族
直
筆
の
書
も
残
さ
れ
て
お
り
古
宿
に
ま
つ
わ
る
謎
は
つ

き
ま
せ
ん
。

　

映
画
撮
影
の
舞
台
・
・
・

　

大
正
ロ
マ
ン
溢
れ
る
モ
ダ
ン
な
喫
茶
店
・
・
・

　

あ
な
た
な
ら
丹
波
屋
に
ど
ん
な
命
を

吹
き
込
む
で
し
ょ
う
。

　

丹
波
屋
の
保
存
再
生
と
活
用
に
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
人
々
の
支
援
の
輪
が

広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
綴
人　

星
川　

三
喜
男
）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
町
づ
く
り

や
議
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
思
い
を
綴
る
も
の
で
す
。

議
員
だ
よ
り
〜
私
の
思
い
〜

『
時
間
旅
行
の
宿
「
丹
波
屋
」
』

令和３年８月１日に行われた写生会

　中頓別町議会では、町民の皆様が撮影した写真の募集をはじめます。応募いただ
いた中から選考し「なかとんべつ町議会だより」の表紙とさせていただきます。

応募資格 中頓別町在住の方

募集内容 人物、風景など中頓別町で撮影したもの。中頓別町の魅力や元気が
出る写真を募集します。

応募方法 下記アドレスに、件名を「なかとんべつ町議会だより表紙写真」と
書き、連絡先（電話番号、氏名、住所）を記入の上、写真を送付し
てください。

※募集は随時しております。不明な点は議会事務局（６－２２４４）まで連絡してください。

gikai@town.nakatombetsu.lg.jp

あなたの写真を表紙にしませんか？あなたの写真を表紙にしませんか？あなたの写真を表紙にしませんか？
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一
般
会
計
は
じ
め
、
全
会
計
の
歳
出
総
額

（
表
１
）
で
53
億
２
千
３
百
万
円
に
の
ぼ
る

令
和
２
年
度
歳
入
・
歳
出
決
算
の
審
査
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
規
模
は
、
前
年
度
に
比

べ
、
歳
入
で
１
億
４
千
８
百
万
円
、
歳
出
で

１
億
３
千
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
平
成
31
年
度
の
20
億
３

千
９
百
万
円
か
ら
５
千
１
百
万
円
増
の
20
億

９
千
万
円
と
な
り
、
一
般
会
計
の
歳
入
総
額

40
億
３
千
７
百
万
円
に
占
め
る
割
合
（
依
存

度
）
は
約
51
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
交
付
税

増
加
の
主
な
要
因
は
、
普
通
交
付
税
算
定
で
、

新
た
に
創
設
さ
れ
た
「
地
域
社
会
再
生
事
業

費
」
が
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度
▲
１
・
４
％

か
ら
さ
ら
に
改
善
し
、
▲
１
・
５
％
（
表
３

③
）
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
比
率
の
算
定
に
は
不
透
明
な
部

分
が
多
い
交
付
税
が
算
入
さ
れ
る
た
め
、
将

来
の
不
測
の
財
政
負
担
に
備
え
、
今
後
も
行

財
政
改
革
を
進
め
、
本
町
の
歳
入
に
見
合
っ

た
比
率
を
維
持
す
る
よ
う
、
努
力
を
続
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

歳
入
で
は
町
税
、
使
用
料
等
の
収
入
未
済

（
滞
納
額
）
が
、
前
年
度
に
比
べ
19
万
７
千

円
増
加
し
て
お
り
、
不
納
欠
損
額
（
町
税
等

が
徴
収
不
能
と
判
断
さ
れ
た
金
額
）
が
39
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
基
金
で
は
、
財
政
調
整
基
金

を
は
じ
め
と
す
る
17
基
金
の
合
計
で
、
前
年

度
末
に
比
べ
４
百
47
万
円
増
加
し
、
42
億
５

千
３
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
基
金
が
増
加

し
た
主
な
要
因
は
、
公
共
施
設
整
備
等
基
金

５
千
４
百
万
円
、
長
寿
園
施
設
改
修
拡
張
事

業
基
金
５
百
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
崩
し
た

も
の
の
、
地
域
活
性
化
基
金
６
千
万
円
、
森

林
環
境
譲
与
税
基
金
２
百
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

積
み
立
て
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

町
全
体
の
公
債
費
の
借
入
（
元
金
）
残
高

（
表
２
）
は
、
障
害
者
総
合
支
援
給
付
事
業

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
）
に
３
千
４
百
万

円
、
除
排
雪
事
業
（
ド
ー
ザ
購
入
）
に
２
千

５
百
万
円
を
借
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
令

和
２
年
度
借
入
額
が
５
億
１
千
３
百
万
円
と

な
り
、
償
還
額
が
４
億
２
千
４
百
万
円
、
こ

の
結
果
、
前
年
度
末
に
比
べ
８
千
９
百
万
円

増
加
し
、
57
億
６
千
４
百
万
円
に
な
り
、
町

民
一
人
当
り
約
３
４
８
万
円
の
借
金
額
は
前

年
度
と
比
較
し
約
７
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
前
年
度
に
比

べ
１
千
４
百
万
円
減
少
し
、
５
億
３
千
６
百

万
円
に
な
り
ま
し
た
。
病
院
事
業
会
計
２
千

５
百
万
円
、
介
護
保
険
事
業
会
計
２
百
万
円

減
少
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　

特
別
会
計
の
運
営
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入

に
よ
っ
て
支
出
を
賄
う
独
立
採
算
が
基
本
で

す
が
、
実
態
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に

よ
っ
て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
今
後

も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
９
月
９
日

か
ら
10
日
に
か
け
て
全
議
員
に
よ
る
審
査
を

行
い
、
認
定
第
１
号
一
般
会
計
か
ら
、
認
定

第
８
号
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
ま

で
の
８
会
計
の
令
和
２
年
度
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

　町の各会計の決算は、地方自治法の規定に基づき、監査委員の意
見を付して議会に提出され、認定の可否を決めるものです。
　議会は予算が適正に執行されていることを審査するとともに、住
民に代わって行政効果を検証します。
　第３回定例会では、全議員で構成する「決算審査特別委員会」
（東海林繁幸委員長）を設置され、休会中に各会計決算を審査し、
令和２年度の一般会計をはじめとする８会計すべての歳入・歳出決
算が認定されました。

実
質
公
債
費
比
率
▲
１･

５
％

基
金
残
高
17
件
、
42
億
５
千
３
百
万
円
（
一
般
会
計
）
に

全
会
計
決
算
を
認
定

令和２年度　決算審査特別委員会令和２年度　決算審査特別委員会
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歳出総額５３億２千３２４万円歳出総額５３億２千３２４万円
（表-１）令和２年度　一般会計及び特別会計の決算状況

歳　入　額 歳　出　額 差　引　額

4,257,819 ,000 4,037,738,342 3 ,878,488,270 159,250,072 886,000

自動車学校事業特会 45,570 ,000 44,934,192 44,833,740 100,452

国民健康保険事業特会 240,018 ,000 207,078,244 186,510,964 20,567,280

水道事業特会 128,563 ,000 125,434,130 124,879,323 554,807

下水道事業特会 259,486 ,000 259,589,958 259,052,290 537,668

介護保険事業特会 229,032 ,000 215,647,840 204,817,564 10,830,276

後期高齢者事業特会 32,771 ,000 32,583,548 32,415,778 167,770

国保病院事業　　　　　　
（収益的収支） 575,175 ,000 563,431,394 556,150,792 7,280,602

（資本的収支） 36,669 ,000 29,655,560 36,092,827 ▲ 6 ,437,267

5,805,103 ,000 5,516,093,208 5 ,323,241,548 192,851,660 886,000

(単位：円）

決　　　　　算　　　　　額

一　　般　　会　　計

合　　　計

会　　計　　区　　分 予　算　額
翌年度へ繰越

すべき財源

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

 
 
（表-２）公債（町債元金）借入残高の状況

区　　　分 平成31年度末 借入（発行）額 償還額 令和２年度末

一 般 会 計 4,862,969 451,249 340,094 4,974,124

水 道 事 業 特 別 会 計 321,676 8,300 34,411 295,565

下 水 道 事 業 特 別 会 計 371,267 49,900 43,336 377,831

国民健康保険病院事業会計 118,783 3,500 6,229 116,054

合　　　計 5,674,695 512,949 424,070 5,763,574

（単位：千円）

 

（表-３）財務指標（普通会計）

 

項　　　目 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 備　考

①経常収支比率 61.9  52 .0  60 .5  62.6  
毎年経常的に収入される財源

のうち、経常的に支出される経
費の割合

②実質公債費比率
（単年度）

△ 1 .6 △ 1 .7 △ 1 .1 △ 1 .8

③実質公債費比率
（３ヵ年平均）

0.3  △ 0 .8 △ 1 .4 △ 1 .5

④財政力指数 0.137  0 .142 0 .146 0 .109  
財政力の強弱を表す指標で、１
以上は普通交付税の不交付団
体

⑤標準財政規模 2,318,316  2 ,328 ,660 2 ,103,512 2 ,162,294  
ある程度均衡の取れた行政

サービスを行うために必要な一

般財源の規模

⑥基準財政収入額 475,837  214 ,254 217,532 229,770  収入が見込まれる税金など

⑦基準財政需要額 2,119,953  2 ,007 ,180 2 ,005,399 2 ,067,355  
一定の行政サービスを提供する

ために必要な財源

（単位：①～③％、⑤～⑦千円）
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一 

般 

会 

計

　
東
海
林
委
員
長

　

障
害
者
福
祉
費
に
つ
い
て
、
総
額
約
１
億

４
千
２
百
万
円
と
多
額
な
執
行
が
さ
れ
て
い

ま
す
け
ど
、
こ
の
内
肢
体
障
害
者
に
対
す
る

予
算
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　

ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
費
の
需
用
費
が
２

６
０
万
円
程
度
と
随
分
大
き
な
不
用
額
が
あ

る
の
で
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
相
馬
保
健
福
祉
課
長

　
認
定
こ
ど
も
園
費
需
用
費
の
不
用
額
に
関

し
ま
し
て
、
主
に
は
燃
料
費
、
光
熱
水
費
、

食
料
材
料
費
な
ど
に
よ
っ
て
不
用
額
が
大
き

く
生
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
東
海
林
委
員
長

　

不
用
額
が
生
じ
た
原
因
は
何
か
。

　
相
馬
保
健
福
祉
課
長

　
後
ほ
ど
確
認
し
て
報
告
し
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
宮
崎
委
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
に
つ
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
本
格
的
に

は
今
年
度
に
な
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
前
年

度
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
以
前
お
伺
い
し
た
と
き
に
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
す
べ
て
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
け
ど
、
今
も
変
わ
ら
ず
１
０
０
％

フ
ァ
イ
ザ
ー
製
で
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

か
。

　
相
馬
保
健
福
祉
課
長

　
ワ
ク
チ
ン
は
当
初
か
ら
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
の

ワ
ク
チ
ン
を
ご
利
用
し
て
お
り
ま
す
。
今
も

変
わ
ら
ず
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
を
使
用
し
て
い
ま

す
。

　

宮
崎
委
員

　

最
近
で
は
モ
デ
ル
ナ
製
の
ワ
ク
チ
ン
の
異

物
混
入
が
す
ご
く
話
題
に
な
っ
て
い
て
因
果

関
係
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
に
何
人
か
亡
く
な
る
方
が
い

る
中
で
、
他
の
ワ
ク
チ
ン
で
も
あ
り
え
る
こ

と
な
の
で
、
中
頓
別
町
で
は
ど
の
よ
う
な
形

で
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
山
田
保
健
福
祉
課
参
事

　
接
種
を
す
る
前
に
看
護
師
で
確
認
し
て
い

ま
す
。
改
め
て
薬
液
を
詰
め
る
際
に
、
看
護

師
が
必
ず
二
人
で
目
視
を
し
な
が
ら
一
つ
一

つ
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　
　　

細
谷
委
員

　

有
害
鳥
獣
対
策
費
に
つ
い
て
、
町
か
ら
の

報
償
費
は
６
千
円
で
す
。
令
和
２
年
度
の
決

算
資
料
を
見
る
と
分
か
り
ま
す
が
、
去
年
獲

っ
た
の
は
５
０
０
頭
で
す
。
業
務
回
収
は
２

８
２
頭
で
13
時
半
ま
で
し
か
や
っ
て
く
れ
な

い
。
そ
の
後
の
回
収
は
、
車
持
っ
て
行
っ
て

自
分
で
回
収
し
な
い
と
い
け
な
い
の
が
２
１

７
頭
で
す
。
45
％
は
自
分
た
ち
で
や
ら
な
い

と
い
け
な
い
の
が
現
状
で
す
。
燃
料
等
の
高

騰
、
個
人
ハ
ン
タ
ー
が
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て

い
る
と
見
る
な
ら
ば
、
報
償
費
を
見
直
し
し

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
如
何
で
す
か
。

　
平
中
産
業
課
長

　
エ
ゾ
シ
カ
の
報
償
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
時
点
で
国
か
ら
の
報
償
費
も
一
部
入
っ
て

い
ま
す
の
で
、
報
償
費
の
引
き
上
げ
は
検
討

し
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

関
係
者
と
施
設
の
運
営
含
め
必
要
と
あ
れ
ば

検
討
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。　

　
長
谷
川
委
員

　

有
害
鳥
獣
対
策
費
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
説

明
い
た
だ
い
た
中
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
卒
業
し
た
方
に
１
８
０
万
円
で
委
託
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
委
託
は
個
人
と
委
託
し
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
平
中
産
業
課
長

　
有
害
鳥
獣
回
収
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

個
人
の
方
と
委
託
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
長
谷
川
委
員

交
通
費
含
め
て
１
８
０
万
円
で
す
か
。

　
平
中
産
業
課
長

　
令
和
２
年
度
予
算
計
上
す
る
際
は
、
正
直

こ
こ
ま
で
頻
繁
に
ア
ラ
イ
グ
マ
も
含
め
回
収

業
務
が
出
て
く
る
考
え
方
を
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
状

況
を
見
な
が
ら
次
年
度
以
降
委
託
内
容
を
検

討
す
る
考
え
方
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
予

想
以
上
に
捕
獲
頭
数
、
出
動
日
数
が
多
か
っ

た
の
で
、
令
和
３
年
度
は
金
額
を
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
委
託
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す

が
、
今
年
も
か
な
り
多
い
状
況
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
含
め
て
委
託
契
約
に
つ
い
て

は
委
託
者
と
協
議
し
な
が
ら
対
応
を
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
宮
崎
委
員

有
害
鳥
獣
の
関
係
で
、
ヒ
グ
マ
に
つ
い
て
伺

い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
前
年
度
の
実
績
見

る
と
熊
が
９
頭
で
、
か
な
り
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
今
年
は
現
時
点
で
何
頭
捕
獲
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

　
平
中
産
業
課
長

　
本
年
度
は
親
熊
１
頭
の
捕
獲
で
確
認
し
て

い
ま
す
。

　
星
川
副
委
員
長

ブ
ド
ウ
栽
培
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
今
後
の

目
標
は
、
２
，
０
０
０
ℓ
の
ワ
イ
ン
を
製
造

す
る
に
あ
た
り
面
積
を
拡
張
す
る
計
画
は
あ

る
の
か
。

　
平
中
産
業
課
長

　
将
来
目
標
と
し
て
、
７
５
０
㎖
で
約
２
，

６
０
０
本
を
委
託
醸
造
で
ワ
イ
ン
の
製
造
を

目
標
に
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
必
要
な
面
積

は
最
低
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

必
要
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
試
算
も
し
て
ご

ざ
い
ま
す
。
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い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
定
例
会
は
令
和
２
年
度
の
各
会
計
の
決
算
審
査

の
議
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
健
全
な

財
政
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
原
則
を

基
本
に
慎
重
な
審
議
に
よ
り
決
算
の
認
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

景
気
の
低
迷
に
よ
る
地
場
産
業
の
影
響
や
、
少
子
高
齢
化
の

影
響
に
よ
り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ

る
が
、
今
議
会
で
行
わ
れ
た
活
発
な
議
論
が
翌
年
度
予
算
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
自
然
界
の
気
象
変
動
は
私
た
ち
の
想
像
を
は
る
か

に
超
え
る
も
の
が
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
、
西
日
本
豪
雨
、

台
風
に
よ
る
高
潮
、
地
震
に
よ
る
地
滑
り
被
害
等
、
今
、
日

本
各
地
で
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
多
く
の
識

者
、
学
者
が
予
想
し
た
数
値
を
は
る
か
に
超
え
る
被
害
と
な

っ
て
い
る
。
ま
さ
に
「
想
定
外
」
で
あ
る
。
気
象
変
動
に
よ

る
「
想
定
外
」
の
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
の
た
め
、
自
ら
の
生
命
を
守
る
行
動
を
常
に
考

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

た
く
さ
ん
の
期
待
を
受
け
て
設
置
さ
れ
て
い
る
広
報
編
集

特
別
委
員
会
。
町
議
会
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
、
お
伝
え
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
委
員
会
で
議
論
を
重

ね
、
様
々
な
視
点
か
ら
〝
伝
わ
る
広
報
、
集
め
る
広
聴
〞
を

企
画
し
実
行
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
目
指
す
理
想
は
高
く

掲
げ
つ
つ
、
一
足
飛
び
に
で
は
な
く
、
や
れ
る
事
を
ど
れ
だ

け
で
き
て
い
る
か
を
し
っ
か
り
見
つ
め
な
が
ら
進
ん
で
い
き

ま
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
２
か
月
と
な
り
、
朝
夕
冷
え
込
ん
で

き
ま
し
た
の
で
、
体
調
管
理
に
は
十
分
に
ご
留
意
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
細
）

編
　
集
　
後
　
記

なかとんべつ町議会だより２１６号 12

発　　行  中頓別町議会
編　　集  議会広報編集特別委員会
お問合せ  〒098-5595
　　　　  北海道枝幸郡中頓別町字中頓別172番地6
　　　　  tel（01634）6-2244（直通）
　　　　  fax（01634）6-1155

①　

決
算
説
明
資
料
に
大
き
な
設
備
投
資

　

及
び
新
し
い
制
度
に
よ
る
事
業
な
ど
の

　

事
業
評
価
を
付
し
た
資
料
の
提
出
を
求

　

め
る
。

②　

各
種
委
託
料
（
調
査
な
ど
）
の
委
託

　

先
に
つ
い
て
、
町
内
の
法
人
及
び
個
人

　

で
対
応
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
積
極

　

的
に
町
内
を
優
先
す
る
こ
と
を
望
む
も

　

の
で
あ
る
。

③　

税
及
び
使
用
料
に
つ
い
て
、
徴
収
不

　

能
に
な
ら
な
い
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を

　

望
む
も
の
で
あ
る
。

29日　宗谷町村議会議長会会長・副会長会議
　　　（リモート会議）

８日～10日 
　　　第３回定例会、いきいきふるさと常任委員
　　　会、決算審査特別委員会

議会の動き
７月

18日　いきいきふるさと常任委員会
20日　楢原民之助氏追悼慰霊祭
　　　交通事故死亡者慰霊祭
　　　無縁故者法要
24日　議会運営委員会
27日　議会運営委員会
31日　宗谷町村議会議長会会長・副会長会議
　　　（リモート会議）

８月

９月

１日　議会広報編集特別委員会
13日　議会広報編集特別委員会

10月

※行事等については、新型コロナウイルスの感染
　防止のため規模を縮小したことにより、来賓と
　して出席出来なくなっています。

こども園野菜の収穫体験

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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査 

意 

見


